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資源小国のわが国経済が高度成長を持続していた 1960年代の後半から 1970年代の

当初にかけて，わが紙 ・パノレプ産業界で、はそのパノレプ材資源を海外に求める活動が活

発化した。

各企業は単独または共同で，海外から丸太やチップをコマ ーシャノレベースで買入れ，

さらには小規模ながらも開発輸入による資源確保の手段を直接， fb9援に取って来た。

しかしこれとても，長期安

定的資源確保の安全保障の

決め手とはなり得ず， どう

しでもある程度まとまった

規模で，海外において森林

資源を造成しそれを原料と

する製品化事業までのー賞

プロジェクトを実現するこ

とが，経営戦略のーっとし

て求められた。

ここに述べるセニブラ ・

プロジェク トもそういうニ 写真 1 セニブラ/ベロ ・オリエンテ工場

ーズの中に生れたものであり，すでに操業8年目を迎えて順調な経営を続け，さらに

基盤強化に努力を払っているが，海外における合弁事業として今日に到るまでの道程

は必ずしも坦々としたものであった訳て叶まなく ，また将来も様々な問題に直面するで

あろう。

ここでは本誌の性格から，原木資源の事情に焦点をあてながらセニプラ ・プロジェ

クトを紹介させて頂くことにする。

I ブラジルでの事業化

海外において森林資源の造成と，その資源による工業化までの一貫プロジェクトの

INOUE， Sozaemon: CENIBRA and its Wood Situation 

日伯紙 ・パノレ 7'資源開発(株)
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実現は，相手国の政情や経済的諸条件によって簡単に事は遂ばず，特に発展途上国に

おける資源ナショナリズムの台頭による各種リスクへの対応も難かしく，業界として

も抜本的な施策が望まれる事情にあった。

1969年末，たまたま時を同じく して， ブラジノレでもすでに利用出来るユーカリ樹の

森林資源を持ち，またユーカリの造林事業からチップ ・パノレフ。の工業化までを日本と

タイアップしてやりたい意向が持ち上っており， 日伯双方でこの事業に強い関心を持

つに到った。

いろいろ調べて行くうちに，①ブラジノレ側の相手は，鉄鉱石の開発輸出を主業とし，

わが国ともすでに大きな取引きの実綴を持つリオ ・ドーセ社〔略称 CVRD)であるこ

とo同社はドーセ河(ミナス・シェライス升|に源を発し，エスピリト・サント j+lを績

断して大西洋に注ぐ全長 750kmの大河〉流域の，地下資源開発はもとより農，畜，林

業をも含めた総合開発を目的とする，政府出資 80%の国策会社であること(リオ・ド

ーセ干上の社名もこれに由来している。)

②フ、ラジノレにおけるユーカリ樹の導入と造林には 70年の際史があり，リオ・ド一七

社も紙 ・パノレプ事業は未経験であるが，すで、に造林子会社を持って，エスピリト・サ

ント州及びミナス ・ジェライス州、|でユーカリ造林を拡大中であり，将来の工業化に備

えている こと。

③フ、ラジルへ導入されたユーカリのうちの数種は，パルプ適性品種でもあり，成長

も極めて阜く 6 ~ 7 年でパノレプ材としての成木に達し萌芽更新も可能であり， 短伐

期育成樹種としてパノレプ原木育成上のニーズにひ。ったりであること。

④リオ ・ト、ーセ社は，チップ ・パノレプの工業化を， 日本の紙 ・パノレプ産業の技術を

導入して実現し，また製品市場の大半を日本に求めたL、意向であること。

⑤日本側も，1971年(昭46)の産業構造審議会，紙・ パノレプ部会の答申によれば，

1980年(昭 55)になると，広葉樹ノξノレプ原料の不足は 800万 m3を越えると し，この

対策として，海外における森林資源造成確保の必要性を強調し，これに対し業界各企

業も個々の企業ベースによる対策に限界を感じて，共同して大規模プロジェクト推進

の必要性を認識する環境にあったこと。そのためには，ブラジノレで， しかもリオ ・ド

ーセ社が狙い手であれば，同社の事業活動地域内でかなり大規模な造林事業が展開で

き，チップ・ パノレプの工業化や，製品輸出の新港建設も不可能ではないこと。

等の諸条件が明らかとなり，このプロジェクトのフィーシピリティを確めるため

の調査を日伯共同で進めることとし日本倶uの体制!として，通産省，農林省等の指

導を得ながら王子 ・ 十条 ・ 本州の王子 3~土を含め， 大手 12 社及び伊藤忠商事からな

る調査会社 「日伯紙 ・パ ノレプ資源調査(株)Jを， 1971年(昭 46)8月に発足させ

Tこo

一一2本建てプロジェク トの構想一一

スタデ ィの結果により，次の 2本建てのプロンェ クト を進める こと になった。(図ー1

参照)
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ミナス・ジェライス州

図一1 フ。ロジ "./7ト展開地域図
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L エスピ リ卜 ・サン 卜州北部及びバイヤ州南部におけるプロジェク 卜

:1. :1二地の購入=-'.ーカリの造林，その資源の千ップ・パルプイヒの一貫プロジェグ

トとしてやる木来型のもの。

b. 最大達成規模として， /<f産 600万 m'lのユーカリチップを生産出来るものとす

る。

C. このために必要な土地は粗面積で約 40万ha，造林面積で約 28万ha(ちなみ

に， 28万 haはほぼ東京都の1.3倍に匹敵する〉。

d 生産されるチップ 600万m3j年の半分 300万m3j年は，チップのまま日本へ150

万 m3j年，その他へ 150万 m3j年を移，輸出。

e. 300万m3j年のチップは現地でパノレプ化(日産 750t一年産 25万5千 tのノ4ル

プ工場 3系列分〉し， 日本へ半分，その他へ半分を移，輸出。

f. チップ工場は造林地域の中核になる数地点へ分散，パノレプ工場は新設する港に

接して設置し臨海型とする。

g. この一貫プロジェクトのうち，造林，チップ生産過程までを一つのプロジェク

ト(所謂，フロニブラ・プロジェグト)とし，ノ勺レプ生産は別のプロジェグト(所謂，

セニプラ ・プロジェクト)と して分けて実施する。

2 ミナス ・ジェライス州ペロ・オリエンテ郡におけるパルプ・プロジヱク ト

このスタ ディの当初に，新たにリオ ・ドーセ社から追加提案があったもので，内陸

の iナス ・ジヱ ヲイス州にある，既存のコ ーカリ資源脅使ってパルプ事業を先に発足

きせようと云う ，所謂セ 1 ブラ ・プロジヱグトであるの

a. 同州イ パチ γガ郡周辺には， この地域に古くから発達している製鉄企業所有の，
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木炭鉄用の還元用木炭原木のためのユーカリ資源が豊富にあり， これがコーグス還元

法に切り換えるため製鉄企業は余剰木材資源の有効利用の途を求めていること。この

資源を初期に活用しているうちに，同地域におけるリオ・ドーセ社の造林木が伐期に達

し原木供給に不安がないこと。この資源は 100%ブラジノレ資本で、出来たものである

が，パートナーのリオ・ドーセ社は，他社， 自社の資源を併せ，パノレプ工場への原木

供給につき最，佃I1各の而で全責任を負うこと。

b このノミノレプ ・プロジヱグトは，沿岸地方のエスピリト・サン卜州北部及びパイ

ヤ州南部でやるプロジェクトの，ファースト ・ステップにもなり，また世界的にノミノレ

プが逼迫している時機から，先行させるに良いタイミングにあること。

c パノレプ工場は，原木の集荷条件， ドーセ河からの取水，その他インフラストラ

クチャーの条件等から，内陸のミナス・ジェライス州イパチンガ付近とし，製品のパ

ルプはリオ・ドーセ社所有の鉄鉱石輸送鉄道を利用して 400km輸送し，エスピリト

・サント州首都ヴィトリア港等を利用して輸出する。

一一両プロジ ェク トの発進一一

l 臼伯紙 ・パルプ資源開発株式会社

日本側の推進母体としては， 1973年 (昭48)6月，これまでの調査会社を発展的に

改組して，現地両合弁プロジェクトへの投融資，技術援助，パノレプの輸入販売等を主

11的とする事業会社，1-日伯紙 ・パルプ資源開発(株)J(略称 jBP)を発足させ，王

子，十条，本リ"'1，及び伊藤忠を中核 4社とし，これにわが国紙・パノレプ主要企業が株

主となり業界 1本化の参加体制を整えた。さらには 1973年 11月には， 日本政府の木

プロジェクトを支援するとの「閣議了解」のもとに，海外経済協力基金の出資を得，

官民一体となったナショナノレプロジェクトとしての体制で取組むことになった。

2. セニブラ

イ 設立 1973年(昭48) 9月

ロ 出資比率(発足時) CVRD 51%， jBP 49% 

工場 ミナス ・ジェライス州ベロ・オリエンテ郡

ユーカリ LBKP 公称能力 日産 750t 

建設着工 1974年(昭49)7月

完工 1977年(昭52)9月

ホ. 操業 1977年 10月開始

ヘ パルプ生産実績

1977年 41，636t 1981年 213，110t 

1978年 116，8721/ 1982年 306，277I! 

1979年 214，553I! 1983年 298，7711/

1980年 279，089 1/ 1984年 316，5581/

この生産量の約 50%が日本へ輸入され，現在では日本の LBKP総輸入量約45万

t /年の 3分の lを占めるに到っている。
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3 フロニブラ

イ. 設立 1974年(昭49)10月

ロ. 出資比率(発足時) CVRD 51%， JBP 41%， セニブラ 8% 

造林事業地域 エス ピリト ・サント州北部及びパイヤ州南部， 国道 101号沿

い，東西 100km，南北 400kmの地域

土地購入実績 1974 年末~1979 年末約 16 万 ha

ホー 造林実績 1975 年~1982 年約 4万 8 千 ha

フロニブラはセニプラより一歩遅れて発足した。第 1に手を染めた土地の購入であ

るが， 当初の予定は国策会社リオ ・ドーセ社の政治力によって，土地収用令の発動を

も併せて，適地をコンパクトに獲得出来る予定のところ， 1975年 3月の大統領の改

選，それに連動したリオ ・ドーセ社々長以下首脳陣‘の更迭によって困難となり， フロ

ニブラ自らの手によって行なわざるを得ず，地域もパイヤ州南部にまで拡大された。

パイヤ州南部は開発の遅れた地域であるため，地権の確立していない土地が多く，購

入は困難を極めつつも， ブラジル連邦政府やノミイヤ州政府の援助のもとに進められ，

造林事業もブラジノレの造林奨励策(所得税納税者に対する税制恩典〉を利用し乍ら進

められた。

II 両プロジェク卜の統合

以上の如く，両プロジェクトは合弁事業にはっきものの諸問題を克服し乍ら進めら

れたが，ここに両プロジェクトに決定的な影響を与えることになった最大のイヴェン

トは， 1973年 10月の第 1次オイノレショック以後の世界経済の一大転換であった。

一一セニブ‘ラへの影響一一

1 このプロジェクトに着手する大前提は，パートナーのリオ ・ドーセ社がユーカ

リ原木の供給責任を全面的に負うところにあったが，オイノレショックによって，当て

にしていた第3者の製鉄企業の木炭用原木の余剰見通しは，還元材用コークスへの転

換計画のご破算により再び木炭用原木となって更生り，セニブラへの供給は極く僅小な

ものに絞られ，当初からリオ ・ドーセ社社有林で賄うことを余儀なくされた。 しか

も，セニプラ周辺の社有林は未だ供給能力に乏しく ，沿岸のエスピリト ・サント州に

ある社有林から遠路 400kmを，内陸に逆輸送して急場をしのぐと L、う応急措置を講

ずることになった。

2. オイノレシ 辺ツクによる諸物(出lの高騰は， J.京木の伐出輸送コス|を も仰上げ，納

入価総と仕上りコストの逆ぎやにおしむ リオ・ドーセ1J:は， 1979年に到って， 合弁事

業の一方のノミート ナーだけが， このリスクを長期負担するこ とはフェ アーでなく，セ

ニプラ自体が原木の自給体制をとるための投資を行ない， これによ って阿パートナー

が公平にリスクを負うべき，との強し、提案を JBP~こ対してするに到 っ た。

JBP としても， 日本の;1!L~. パ ノレプ業界 も 同様にオイノレシ ョ ックへの対応に昔J恕して
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いる折柄，セニブラへの追加投資に応じ得る状況にないことや， リオ・ドーセ社の原

木供給価格の安易な引き上げは，セニブラ自体の経営基盤をゆるがす問題だけに到底

受入れられないとする一貫した態度を賞ぬき， 日伯双方の合意点は見出せず，その決

着を得ることは大変難かしい状況にあった。

一一フロニブラへの影響一一

l. フロニプラへの影響はさらに深刻なものがあった。事業の構想が大きかっただ

けに，オイノレショックによる世界経済動向の不透明さの中で，今後の進め方をどうす

るか，問題は大きく複雑であった。

造林事業も軌道に乗りつつあった 1978年(昭 53)に到り， このプロジェクトの総

合見直し作業が日住l合同で、行なわれたが，これ以上の追加投資に疑問を抱く JBPは，

一時完全凍結を主張したのに対しこれまで培った林業技術者の確保と技術の維持，

労務者の大量失業による地域社会不安回避のため，適正規模に縮小した造林事業を継

続すべき，とブラジノレ側は主張し この調整は困難を極めた。

2 その後も幾度か日伯問の協議が重ねられ，規模縮小によるチップまたはハノレプ

の工業化についても検討が加えられたが，時間の経過と共に日伯双方においてネカ、テ

ィヴな条件が重なるばか りであり，最終的には， フロニブラの現有土地，造林地を処

分し，その対価によ ってセニブラの原木自給体制整備のための資金に充当しようとい

うところ迄話は進んだものの，折柄の悪性インフレに悩むブラジノレ経済の中では，そ

の実現も困難なまま推移した。

一一両プロジェクトの統合一一

いろいろの代案が協議されたが，日伯両合弁当事者の大乗的決断と，両国政府の理

解と援助のもとに最終的に落付いたところは， 1984年(昭59)8月 1日をも って，

1. 日伯両資本で出来上った，エスピリト ・サント州北部及びノ〈イヤ州南部のフロ

ニブラの土地，造林の資産と， ブラジノレ資本 100%で造成された， ミナス・ジェライ

ス外|の リオ ・ドーセ社の土地及び造林の資産とを交換する。

2. ミナス ・ジェライス州に移ったフロニプラは直ちにセニプラに合併し，これに

よってセニプラは原木自給の為の基盤となる山林資産を持ち，フロニブラは消滅する

(表 1参照)。

換交産資表日1

エスピリ 1・サントJ+I及
びパイヤ州

ミナス ・ジムラ イス州

セニブラ(ブロニブラ在合併
(リオ ・ドーセ社)

リオ・ドーセ社
(フロニ プラ)

16万 ha

4]J 8千 ha

6万 5千 ha

4万7千 ha

域也j
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3. これによってリオ ・ドーセ社は，セニブラに対する原木供給の全面的責任から

は解放されることになるが，セニブラはこの交換，合併によって取得した山林資産か

ら，直ちに 100%の自給体制がとれる訳ではなく，当分の間， リオ・ドーセ社はエス

ピリト・サント 州に所有する山林等から不足原木を補給し，セニブラはこの聞に自助

努力により全面白給体制を整える。

4. I日フ ロニブラの山林資産を持つことになったリオ ・ドーセ社は，この資源の活

用法を新規に練り直す。

ということで，両プロジェクトの処理は決着を見た訳である。

結論として，先行したセニブラのノξノレプ 1系列(公称日産 750t，年産 25万5千 t，

チップ換算 100万 m3j年)と，後発のフロニプラのチップ，ノ勺レプの 6系列(チッ プ

換算 600万m3j年)， 計 7系列の当初の大構想は， 原木資源の造成ーからパノレプ生産ま

での一貫プロジェクトの形での，セニブラ 1系列に留めることで取敬えず終結した。

-1::1にいってしまえば以上の通りだが，これまでに到るには， 日伯両当事者間の固

い信頼と協調の精神に基づく，忍耐強い折衝を要したことはし、 うまでもない。

III セニブラの山林経営

1984年(昭 59)8月より社有林を持つことになったセニブラは，セニブラ自身で手

当したものも含めて， 1984年 12月末現在で，土地 9万 1千 ha，造林地 5万7千

haを所有している。

この社有林から当分の問，原木は年間約 120 万~130 万m' (皮なし材)(これは総需

要量の 70~80% に当たる)を供給，新植事業は年間約 6 千 ha を続け，今後も逐次土

地及び造林を増やして，将来 100% の自給体制jを整えることになる。今後の課題は，

この山林資産の内容を如何に充実させ，効率的な運営をするかである。

このためセニブラは， 100%出資の林業子会社，Iセニブラ・フロレスタル」を発足

させ， 山林の経営管理，植林・伐出輸送事業，経営合理化のための試験・研究等の業

務を委託し，JBPから も3名の山林技術者が派遣され，経営・実務の面で責任ある分

野を担当している。

自然条件の特徴と山林作業一一

セニブラ社有林は，南緯 19
0
~200 ，西経 42

0

30' ~430 30'，東西 120km，南北 180km

の範囲に，大きく分けて四つの管轄区域に分散して存在する。

地形は，日本の北海道とよく似た丘陵ないし山岳型で，傾斜度は 35%以上が全体の

60%を占め， I日ソ日 ニゾラの沿岸地併の平出ないし緩波状型とは対照的に異なる O こ

のことは造林・伐出(11'業面で，車線型機械による作業主ど困難にし大きなネックになっ

ている。

海抜高は，ドーセ河沿いの 200mの低地から 1，000m の高地までまちまちで，土壌

型は B層がラテライト化作用を受けた，真正黄赤色ラトソノレが主流をな している。気

候と自然槌生による KりPPEN(1931)の気候IL分によれば，大部分は Cwa(亜熱帯冬

熱幣林業 No.3 (1985) 15 



写真一2 ユーカリ伐出現場

乾夏雨型)である。

年平均気温は 180C~220C ，

年間降雨量は各管轄区域で差

が大きく， 900mm~1 ， 200mm 

ないし 1 ， 450mm~ 1 ， 800mm

の範閤にパラついており，一

般に冬季 (4 月~1O月〉には

雨が極端に少なし夏季 (11

月 ~ 3 月)には逆に集中的に

降る。THORNTHWAITE(1948) 

の水分バランス法によれば，

殆んどの地域が冬季の乾季には土機水分の欠乏現象を呈する。このことから，ユーカ

リ苗の植付時期は雨季の中でも中間の 2~3 か月の短期間に絞られるため，これに合

わせて地採えや育高等の一連の作業のコントローノレが必要となり，大面積造林を同一

箇所で行なう場合には，充分な知識と経験を持った山林技術者の適正な作業計画と監

督のもとに実施しないと，不成績造林地をつくり易L、。

また，通年作業で実施する伐出 ・輸送作業は，雨季における車綱型機械の活動が凶

難となり，さらには道路のメインテナンスに大きな労力と費用を必要とする。

今後 の 課 題一一

セニブラ及びセニブラ ・フロレスタノレとして

は，今後社有林を経営する上で管理的，技術的

な多くの問題に取り組むことになるが，その中

でも最も基本的な課題を一つだけ取り上げると

すれば，それは「育種改良による収穫量の増

大」であろう。

現在の社有林は 1969年(昭44)以来，リオ・ド

ーセ社によって育成されて来たものが殆んどで

ある。造林樹種は Eucaか'Ptusspp. のうち，E. 

grandis， E. saligna， E. urophyllaの3種が主

体となっているが，初期の造林に使用したタネ

はサン ・バウ口市郊外リオ・ク ラーロ地方から

購入したものである。当時， ソラ ジノレ国内唯一の

写真 3 採種林 (1983年 12月現在) タネの供給源であったとのリオ ・グラ}ロ地方

の一例 のユー カリ は， 1907年及び 1909{t.に，当時パウ
E. grandis 12 ijミ生

タネの原産地 南アフリカ連邦

平均樹高 32m，平均直径 37cm

立木密度 146本jha

リスタ鉄道の森林技師で、あったナパーロ・アン

ドラーデ(Navarrode Andrade)により，オース

トラリア・ ニュ ーサウスウエーノレスから導入， 11凶

16 熱帯林業 No.3 (1985) 



化によって定着した数種のも

のが起源となって出来てい

る。しかしこれらの林分は，現

在のレベルの様な育種的コン

トローノレに欠けていたので，

この母樹からのタネによる造

林地はバラツキが大きく造林

成績は芳しくなかった。そこ

でリオ ・ドーセ社は自らの手

で，オーストラリアその他か

ら直接タネを導入しこの地

成に合ったものをセレクトし

て， 1971年より採種林を造

成，ここからのタネによる造

林が1978年よ り本格化してい

る。この造林成績はl日来のも

のに較べて格段の改良成果が

見られ，期待収穫量は 7年生

立木材績で凡そ200m3/ha(年

間成長量約28m3Jha)程度が見

込まれる迄になっている。 写真 4

もう一つの問題として，こ

の地方のドーセ河沿いの低地

には，乾季に限ってユーカリ

造林木の新葉の先端部が枯れ

上 E.grandis植付後 1年6か月平均樹高

8m，植栽密度 3mx2m(1，667本/ha)

下 E.grandis 7年生 (成績の良いもの)

平均樹高 22m， 平均直径 18cm，立木

材積 230mS/ha 

る “先枯病"の症状が現われる。今のところ枯死に到る程の被害はないが，成長点が

やられるので樹幹の二又や奇形枝発生の原因となって成長を著しく阻害する。 山岳型

造林地で造林木の成長を最も期待しなければならない斜面の中腹下部及び沢沿いの低

地に発生度が高いので問題である。病原菌は Botryosphaeriadothideaであることは

判明しているが，発生の原因や対策の決め手がまだつかめていない。

これが今の社有林の姿であるが，この社有林は育種的には次代検定 (ProgenyTest) 

の段階であり，今後はこの中のプラ ス木，さらには海外のユーカリ原産地の優良形質

の材料等を使って，この社有林の存在地域に適合する，より高い生産性と抵抗性とを

備えた造林地の育成を行うための，育種改良を進めることが焦眉の案件である。

ブラ ジノレでは， 山林資産を持つ木材関連企業は早くから育種改良に対する関心が深

く，公的研究機関とも提携して独自の方針に基く研究を行沿っているが，中でもユー

カリの LBKPを製造している アラクノレス社の業績には著しいものがある。セニ ブラ

としても大いに参考になる実例なので，最後にアラクノレス社の例を紹介させて頂くこ

熱帯林業 No.3 (1985) 17 



年平均成長量
m3/ha/年

90 

80 

70 

60 

50 

40 

30 

サシ木首植林一1981年試験結果
¥¥  

南アフリカ及びジンパプエ産タネによる
植林(1974年-1978年の植林地)

L 
プ

ブラジル産タネ使用による
植林(1967-1973年の植林地)

とにする。

アラクルス社は1967年よりユー

カリの造林を始めたが，当初のタ

ネはリオ ・ドーセ社の場合と同様

に， リオ ・クラ ーロ地方のもので

あり，当然造林成績も悪く，さらに

は癌臆病(病源菌は“Diαtorthe

cubensis BRUNER勺の被害にも悩ま

された。そこで同社は， 自らの手

で 1975年より育種改良に着手 し，

FAOを通じて主なユーカリ原産

地からタネを仕入れ， これによる

造林地のプラス木を材料として選

抜を重ね，同社の事業地域である

エスピリト ・サント 州中，北部の

立地条件に適合した品種を固定し
20b 」ザメ一一T

， - た。さらにはこの固定品種のクロ
3 4 5 6 7 

林齢 ーン・バンクからの造林周苗木を，

図-2 アラクルス社のユーカリ植林

年平均成長量の改善

サシキ法により事業規模での大量

生産をする技術の開発に成功し

表-2 アラタノレス社の育種改良成果

当初の植林地 現在の植林地
増(加%)率(7年生) (7年生)

年平均成長室 (m'/ha/年) (皮付)

最 26 54 +108 

最 大 53 113 +113 
平 均 33 70 +112 

パノレプ材特性 (kg/m')

容積霊の範 囲 300，，-，900 500，，-，600 

平均容積重 460 575 +25 

パルプ歩留り(%) 48 51 

パノレプ含有量 238 293 +23 
(kg.セノレロ ーズ/m') (皮付材) (皮無し材)

l京木使用量 4.20 3.41 -19 
(m'/トγ ・セノレローズ) (皮付材) (皮無し材)

植林地の生産性 7.85 18.45 +135 
(トン ・セノレロ}ズ/ha/年)

(資料， アラタノレス社)

18 熱帯林業 No.3 (1985) 



た。このクローンにより出来た造林地は驚異的な成績を示している。ユーカリは成長

が早いので，育種改良効果の判定，評価も他樹種に較べて早く出来，アラクノレス社の

場合は，パイオニヤ的存在でもあったが，試行錯誤を重ね乍らも 6年間で大きな飛躍

を遂げ，さらに引き続いて研究のネットを広げつつある(図-2及び表-2参照)。

この業績は世界的にも評価されて，アラクノレス社は，林業，林産界におけるノーベ

ノレ賞とも云うべき，1984年度の r11arcusVVALLENBERG賞」に輝L、ている。

あとカ1 き

本誌の前身「熱帯林業JNo. 45 (1977年 7月)で，“フロニブラ"の立上り段階を

紹介させて頂いたい きさつから，編集委員会よりのご要請は “ブ日ニブラのその後"

ということであったが，上述の次第でフロニブラは実質的に“セニプラ"に変身して

いるため，そのいきさつを中心にご紹介した次第である。

セニブラは自らの手で、社有林経営に手をつけたばかりであり，今回の拙稿では，そ

の林業的内容について特に織り下げてご紹介出来るものが無く，本誌の趣旨に充分添

い得なかった点はご容赦願いたい。

新刊紹介 11川川H川川川11川H川H川川111川川川11川川川川H川111川11川11川川川H川川川11川H川川川川H川川11川川11川11川11川川H川川川H山川川H川川川川川H川川H川川川111川川川H川山11山H川川川H川川川川川H川川川川川川川11川山川H川川川H川川11川11川川川11川川川川11川川川11川川川H川川川川11川11111111111111111111111111111111111111111111川11川 1111111 川111111111111111111111111111111111 川 1111川111111111

①ニュージーランドの樹木(J.T. SALMON The Native Trees of New Zealand 

A. H. & A. vv. Reed Ltd. A 4判， 384 pp. 1980 (価格不明〉

ニュ ージー ランドは熱帯とはいえないが，木材の取引などでわが国との関係が最近

ますます深くなっており，ここの樹木についての知識を得ることは意味があるので紹

介しておきたい。 内容はは じめの数 10ページにニュージーランドの森林および樹木

に関する概説があり，あとはニュージーランドに自生する 220種余 りの樹木(単子葉

樹木および木性シダも含む〉が 1種ずつ記載されている。本書を開いてまず感嘆する

のは写真のすばらしいことである。すべてカラーで，樹種ごとに樹形，樹皮，葉，花，

来実等がのせられており，その数は 1 種につき 1O~20 枚にもおよんで，例えば楽であ

れば表面と裏面，成棄と幼葉，花や果実でも全体と接写が成熟の過程も含めてとられ

ている。しかも 1枚として“ピンボケ"写真がなし、。こんなに見事な樹木の写真の本

は私にははじめてで，これをとるには相当の苦労と年月がかかったと思われるが，そ

れをなしたのがヴィクトリア大学名誉教授の著者自身であるらしいのも驚きである。

そのためニューンーラン卜のすみからすみまで歩いたとい うのもちろん個々の樹木の

解説も写真に匹敵してよく警かれている O もうひとつ，ここにのせられているほとん

どの樹木が日本とは関係のうすい南半球の種類なので，この意味でもばらばらめくる

だけで楽しい本である。なお印刷は日本の共同印刷である o (緒方 健〕
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